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【はじめに】全国環境研協議会酸性雨調査研究部会の第４次全国酸性雨調査（平成 15～17 年度の 3ヶ年調査）

において、フィルターパック法（ＦＰ法）により測定した粒子状成分及びガス状成分濃度から、インファレ

ンシャル法により乾性沈着量の推計を行った。 

【方法】沈着速度(Vd)の算出は乾性沈着推計ファイル Ver.3-1（http://www.hokkaido-ies.go.jp/seisakuka/ 

acid_rain/kanseichinchaku/kanseichinchaku.htm）を用いた。調査地点から半径 25km 内の土地利用割合を

国土地理院のデータから求め、気象データは最寄りの気象官署のものを用いた。季節は、3～5月を春、6～8

月を夏、9～11月を秋、12～2月を冬(積雪無)とし、最高積雪 5cm 以上の日数が期間の半数以上となったとき

を冬(積雪有)とした。各表面カテゴリー（市街地、森林地域、農地、草地、積雪、水面）毎に、粒子状物質

（SO4
2-、NO3

-、NH4
＋）及び SO2、HNO3、NH3の Vdを 1時間毎に算出し月平均値を求めた。月毎に各表面カテゴリ

ーの Vdとそれに対応する土地利用の割合、及び大気濃度の積を求め、その総和を調査地点の月間乾性沈着量

とした。季節を冬(積雪有)とした月については、農地、草地の Vdの代わりに、積雪の Vdを用いた。月毎の乾

性沈着量を合計して年間沈着量を算出した。 

【結果および考察】湿性沈着、大気濃度の年間値が、3 年間すべてで有効となった調査地点について、湿性

沈着量(Wet)と乾性沈着量(Dry)を 3年間の平均値で比較したものを図１に示す。地点によって違いがあるが、

硫酸成分については全地点で湿性沈着量が乾性沈着量よりも多く、母子里、長岡、伊自良湖では乾性沈着の

占める割合（Dry / (Dry + Wet)×100(%)）が 10%未満だった。硝酸成分については、母子里、上越、金沢、

福井、伊自良湖では乾性沈

着の占める割合は 20%以下

であったが、騎西、長野、

海南ではおおむね同量で

あり、豊橋、名古屋緑、大

阪、神戸須磨では、乾性沈

着量のほうが大きくなっ

た。アンモニウム成分につ

いては、金沢、伊自良湖で

は乾性沈着の占める割合

は 20%以下であったが、豊

橋、香北では乾性沈着量の

ほうが湿性沈着量より大

きかった。 

各成分ともおおむね大

気濃度が高いほど、乾性沈

着量が多くなる関係がみ

られたが、乾性沈着の推計

値には、表面カテゴリーや

気象条件などが大きく影

響し、大気濃度が高い調査

地点では、地点間の大気濃

度の高低と乾性沈着量の

多少の関係が逆転するこ

ともあった。 

 図１　各地点の湿性沈着量と乾性沈着量の関係
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